
該当箇所
（基本計画）

修正内容 新

1

（基本構想）
P.2
2 特性と課題
(2)まちづくりの課題
①熊本地震からの復旧復興

液状化等の現
状を踏まえ修
正

被災者の住まい再建や道路や、橋梁、公共施設などのインフラの復旧は概ね計画どおりに復旧し進んでいます
が、被災者の住まい再建についても概ね順調に進んでいますが、液状化被害などによる被災宅地の復旧には時
間を要しており、生活困窮などの課題を抱えている世帯もありるなど、全ての被災者の生活再建や健康支援、
心の復興は道半ばであり、本市の最優先課題です。

2

（基本計画）
P.14
Ⅳ　熊本地震からの復旧復興
１　被災者の生活再建に向けたトータルケア

被災分譲マン
ションの解体・
建替支援を追
加

イ　宅地復旧及び耐震化支援
液状化などの被災宅地への復旧支援、防災がけ崩れ対策、宅地耐震化（宅地液状化防止など）の推進、被災分譲マン
ションの解体・建替支援　など

3

（基本計画）
P.48
第3章第2節
事業概要
【(5)　健康危機管理体制の強化】

感染症対策を
強化

（新規）
イ　新型インフルエンザ等の新興感染症発生時は、速やかに対策本部の設置等体制を整備し、関係機関との連携を強
化し、被害の拡大防止や医療の確保等、市民の健康及び安全を確保します。

4

（基本計画）
P.63
第4章第1節
事業概要
【(1)　自ら学びに向かう力を育む教育の推進】

小中に加え、
幼稚園との連
携を追加

ウ　それぞれの中学校区の特色に応じた小中一貫教育や幼小中の連携教育を推進することにより、学力向上と児童生
徒指導の充実を図ります。

5

（基本計画）
P.65
第4章第1節
事業概要
【(8)　安全・安心な学校づくりの推進】

体罰等の不適
正指導の防止
を追加

（新規）
ウ　児童・生徒が安心して学校生活が送れるよう、体罰や暴言などの不適切な指導の防止を徹底します。

6

（基本計画）
P.88
第6章第1節
事業概要
【(2)　創業・経営革新・事業承継の支援】

創業支援の内
容を具体化

ア　創業者の増加・経営安定に向けた支援やベンチャー企業の成長・発展に向けた支援のほか、事業承継支援などの
強化に取り組むとともに、くまもと森都心プラザ内ビジネス支援センターの機能向上を図ります。 、創業支援や事業承
継、経営改善などを支援することで、中小・小規模企業の経営基盤の強化に取り組みます。また、商工会議所・商工会を
はじめとした関係機関との連携を図ります。

第３回中間見直し委員会以降の主な変更点(議会、市民意見、社会情勢の変化）
資料３－４
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7

（基本計画）
P.88
第6章第1節
事業概要
【(3)　ものづくり中小企業への支援】

新産業分野の
記載を具体化

ア　インキュベータ施設を活用した創業支援や介護ロボットの開発など新製品・新技術の開発支援のほか、見本市への
参加促進など、企業の販路開拓を支援します。

8

（基本計画）
P.88
第6章第1節
事業概要
【(7)　人材定着のための就職・就業の支援】

人材定着のた
めのキャリア
教育支援を追
加

ア　若年者などの人材定着のためや、大学生や小中高生が地場の企業や産業を学ぶキャリア育成支援のほか、外国人
材をはじめ、多様な人材の活躍を促進するの活躍を推進するため、求人企業とのマッチングの促進に取り組みます。

9

（基本計画）
P.104
第8章第1節
事業概要
【(1)　多核連携都市づくりの推進と適正な土地利用
への誘導】

多核連携都市
に防災力向上
を追加

ア　暮らしやすさを維持向上させるため、地域拠点への都市機能の維持・確保の推進など、や防災力の向上に取り組み
ます多核連携都市の実現に向けた取組を推進します。

10

（基本計画）
P.109
第8章第3節
事業概要
【(1)　公共交通ネットワークの維持・再構築】

バス事業者に
よる共同経営
の動きを追加

ア　公共交通ネットワークの維持・確保に係る民間事業者への支援をはじめ、共同経営型の事業形態に移行予定のバス
事業者と連携し、路線網の再編や運行体制の効率化を進めることにより、持続可能な公共交通網の形成を目指します。
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